
８
月
26
日
開
催
の
「
無

料

国
保
・
医
療
な
ん
で

も
電
話
相
談
会
」
は
、
相

談
員
28
人
（
医
師
５
人
、

弁
護
士
６
人
、
看
護
師
・

ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
５
人
、

社
労
士
２
人
な
ど
）
が
参

加
し
、
相
談
件
数
１
２
７

件
（
他
県
58
件
）
に
上
り

ま
し
た
。

事
前
に
地
域
社
保
協
で

の
都
営
住
宅
や
宣
伝
行
動

な
ど
で
の
チ
ラ
シ
配
布
や

各
団
体
で
の
構
成
員
へ
の

配
布
な
ど
を
通
じ
て
、
た

く
さ
ん
の
深
刻
な
相
談
が

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
事
務

局
を
中
心
に
記
者
会
見
や
各

紙
へ
の
報
道
依
頼
を
通
し
て
、

８
月
23
日
付
「
赤
旗
」
、
24

日
付
「
朝
日
・
東
京
版
（
23

区
・
多
摩
）
」
で
報
道
さ
れ
、

当
日
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
取
材
も
あ

り
26
日
昼
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
首
都
圏

ニ
ュ
ー
ス
や
ラ
ジ
オ
で
も
報

道
さ
れ
、
電
話
は
途
切
れ
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

「
年
間
所
得
１
４
０
万
弱

で
国
保
料
が
19
万
円
以
上
は

高
す
ぎ
る
」
「
年
金
が
月
４

万
４
千
円
で
医
療
費
月
７
千

円
。
脳
梗
塞
で
治
療
中
。
息

子
は
病
気
で
働
け
な
い
。
何

と
か
な
ら
な
い
か
」
「
息
子

が
無
職
で
国
保
料
滞
納
。
保

険
証
な
し
、
不
安
だ
」
「
が

ん
治
療
を
受
け
て
い
る
が
、

毎
月
の
負
担
が
高
く
て
退
職

金
も
使
い
切
り
、
こ
れ
以
上

治
療
を
続
け
ら
れ
な
い
」
な

ど
い
の
ち
に
関
わ
る
切
実
な

声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
リ
ハ
ビ
リ
や
白
内
障
の

治
療
な
ど
医
療
内
容
に
関
す

る
相
談
も
あ
り
ま
し
た
。
国

保
、
後
期
高
齢
者
医
療
、
介

護
を
は
じ
め
、
年
金
や
労
働

相
談
な
ど
内
容
は
多
岐
に
わ

た
り
ま
し
た
が
、
「
保
険
料

が
高
く
て
払
え
な
い
」
「
差

し
押
さ
え
さ
れ
そ
う
」
な
ど

高
す
ぎ
る
保
険
料
の
相
談
が

７
割
に
の
ぼ
り
ま
し
た
。

今
回
の
相
談
会
は
、
Ｎ
Ｈ

Ｋ
ラ
ジ
オ
で
放
映
さ
れ
た
こ

と
も
あ
り
南
は
宮
崎
県
、
北

は
山
形
県
か
ら
の
電
話
も
あ

り
ま
し
た
。
対
応
で
き
た
の

は
１
２
７
件
で
す
が
、
コ
ー

ル
件
数
は
２
０
０
０
本
前
後

と
思
わ
れ
ま
す
。
「
60
回
電

話
し
て
や
っ
と
つ
な
が
っ
た
」

の
声
も
あ
り
ま
し
た
。

今
回
の
相
談
内
容
の
ま
と

め
は
こ
れ
か
ら
で
す
が
、
地

域
で
の
相
談
活
動
の
い
っ
そ

う
の
強
化
が
求
め
ら
れ
て
い

い
ま
す
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
記
者
は

「
今
度
は
い
つ
や
る
ん
で
す

か
」
と
質
問
し
ま
し
た
が
、

身
近
で
相
談
に
応
え
ら
れ
る

体
制
と
力
を
つ
け
る
こ
と
、

制
度
改
悪
の
な
か
で
被
害
が

広
が
っ
て
い
る
こ
と
を
明
ら

か
に
し
て
、
社
会
保
障
充
実

の
運
動
を
さ
ら
に
強
め
る
こ

と
が
課
題
で
す
。

国
会
の

終
盤
で
の
た
た

か
い
を
強
め
る
と
と
も
に
、

「
消
費
税
増
税
の
中
止
」

「
社
会
保
障
制
度
改
悪
の
中

止
」
を
求
め
て
、
運
動
を
強

め
ま
し
ょ
う
！
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７
月
31

日
、

午

後

１

時

か

ら

４

時

の

３

時

間

、

猛

暑

の

中

で

板

橋

社

保

協

「

何

で

も

相

談

会

」

が

行

わ

れ

ま

し

た

。

会

場

の

グ

リ

ー

ン

ホ

ー

ル

の

外

は

33

度
を
超
え
て

い

ま

す

。

猛

暑

の

中

で

相

談

に

来

る

か

ど

う

か

心

配

さ

れ

ま

し

た

が

、

会

場

を

準
備
中
の
12
時
30
分
に
は
６

人
の
方
が
訪
れ
る
な
ど
、
こ

の
日
の
相
談
者
は
12
人
で
し

た
。相

談
内
容
は
、
①
国
保

料
、
介
護
保
険
料
が
払
え
な

い
、
②
ア
パ
ー
ト
が
古
く
修

繕
し
な
い
と
入
居
者
が
入
ら

な
い
。
修
繕
費
を
借
り
た

い
、
③
会
社
が
借
り
て
い
る

家
賃
の
滞
納
、
④
仕
事
を
見

つ
け
て
欲
し
い
な
ど
と
多
彩

な
相
談
の
他
に
、
ホ
ー
ム
レ

ス
の
方
、
借
金
と
生
活
苦
、

子
ど
も
の
病
気
な
ど
の
相
談

が
あ
り
ま
し
た
。

対
応
者

は
、
弁
護
士
、
議
員
、
民

商
、
守
る
会
、
土
建
、
民
医

連
、
区
労
連
な
ど
か
ら
11
人

で
し
た
。

「
何
で
も
相
談
会
」
成
功

の
た
め
に
、
裏
面
に
８
月
26

日
の
東
京
社
保
協
の
「
無
料

国
保
・
医
療
な
ん
で
も
電
話

相
談
会
」
を
刷
っ
た
チ
ラ
シ

を
「
新
聞
折
り
込
み
３
万

枚
、
6
駅
頭
で
１
千
枚
、
団

地
に
１
千
１
０
０
枚
を
配
布

し
ま
し
た
。
板
橋
社
保
協
で

は
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

制
度
の
保
険
料
の
引
き
上
げ

が
通
知
さ
れ
た
後
の
９
月
末

に
も
「
な
ん
で
も
相
談
会
」

の
開
催
を
計
画
し
て

い
ま

す
。
（
会
長
・
西
川
勉
）

８
月
３
日
、
渋
谷
社
保
協

第
21
回
総
会
を
開
催
、
60
人

が
参
加
し
ま
し
た
。
年
４
回

の
区
議
会
定
例
会
に
毎
回
請

願
・
陳
情
の
と
り
く
み
や
記

念
講
演
「
権
利
と
し
て
の
生

活
保
護
制
度
の
充
実
を
」
な

ど
を
確
信
に
緊
迫
し
た
情
勢

へ
の
奮
闘
を
誓
い
合
い
ま
し

た
。東

京
社
保
協
前
沢
事
務
局

長
、
治
田
民
主
党
区
議
団
副

幹
事
長
、
す
が
の
共
産
党
区

議
団
幹
事
長
か
ら
社
保
協
へ

の
期
待
と
激
励

を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

11
年
度
活
動
報
告
と
12
年

方
針
、
役
員
選
出
、
会
計
報

告
と
予
算
案
に
つ
い
て
提
案

の
あ
と
、
生
活
と
健
康
を
守

る
会
、
代
々
木
病
院
友
の

会
、
消
費
税
廃
止
渋
谷
各
界

連
、
広
尾
病
院
を
守
る
会
、

渋
谷
区
労
連
か
ら
発
言
が
あ

り
、
議
案
は
拍
手
で
採
択
さ

れ
ま
し
た
。

記
念
講
演
は
、
全
生
連
副

会
長
の
坂
口
忠
雄
さ
ん
。

「
大
震
災
被
災
者
は
、
憲
法

25
条
が
停
止
し
た
避
難
生
活
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７

月

７

日

に

「
第
９
回
立
川
な

ん
で
も
相
談
村
」

を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

43
人
で
開
催
。
相

談
件
数
は
14
件
で

し
た
。

40
代
男
性
、
イ

ン
ス
リ
ン
を
う
っ

て
い
た
が
、
お
金

が
無
く
食
事
を
と

れ

な

い

の

で

中

止
、
所
持
金
は
わ

ず
か
50
円
で
、
5

月
末
に
寮
付
き
の

仕
事
を
退
職
し
、

そ
れ
か
ら
3
週
間

ホ
ー
ム
レ
ス
状
態

に

。

糖

尿

病
、
腎
症
、

網
膜
症
、
末

梢
神
経
障
害

で
歩
行
も
困

難
な
状
態
と

の
こ
と
、
生

保

を

申

請

し
、
受
診
す

と
に
。
所
持
金
は
千
円
。
生
保

の
申
請
し
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で

仕
事
探
し
を
す
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。

「
相
談
村
」
で
も
家
族
に
迷

惑
を
か
け
た
く
な
い
か
ら
自
分

で
頑
張
っ
て
い
る
と
い
う
相
談

者
は
い
っ
ぱ
い
い
ま
す
。
遠
く

に
住
む
家
族
に
扶
養
義
務
の
強

制
が
さ
れ
る
と
言
わ
れ
た
ら
、

そ
の
多
く
の
方
は
生
活
保
護
を

申
請
し
な
い
で
し
ょ
う
。
（
実

行
委
員
会
ニ
ュ
ー
ス
よ
り
）

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
別
の
男
性
は
、
込
み

の
大
工
仕
事
が
終
了
し
て
か
ら

次
の
仕
事
が
見
つ
か
ら
ず
、
手

持
ち
金
は
無
く
な
る
一
方
。
こ

の
数
日
間
は
カ
プ
セ
ル
ホ
テ
ル

や
ネ
ッ
ト
カ
フ
ェ
に
も
泊
ま
れ

ず
、
夜
は
路
上
を
歩
き
回
り
、

昼
は
図
書
館
で
寝
て
過
ご
す
こ



か

ら

普

通

の

生

活

の

た

め

に

は

、

生

活

保

護

が

も

っ

と

も

有

効
と
生
活
保
護
制
度

の
重
要
性
を
強
調
し

ま
し
た
。
受
給
者
は

２
１
０
万
人
以
上
だ

が
、
受
給
し
て
い
な

い
世
帯
は
８
３
０
万

世
帯
も
あ
る
」
「
扶

養
義
務
は
前
提
要
件

で
は
な
く
、
今
こ

そ

生
活
保
護
適
用
を
強

め
る
運

動
が
重
要
」

と
話
し
ま
し
た
。

「
マ
ス
コ
ミ
の
異
常
な
報

道
で
誤
解
し
た
組
合
員
の
言

動
が
多
い
」
、
「
各
自
治
体

府
中
市
で
は
、
７
月
に
今

年
で
３
年
目
と
な
る
事
務
事

業
点
検
、
い
わ
ゆ
る
「
府
中

版
事
業
仕
分
け
」
が
実
施
さ

れ
ま
し
た
。
今
回
は
公
募
委

員
と
し
て
府
中
労
連
と
東
京

土
建
の
役
員
か
ら
２
人
が
選

任
さ
れ
、
事
務
事
業
点
検
に

参
加
し
ま
し
た
が
、
今
回
対

象

と

な

っ

た

40

事

業

の

大

半
は
市
民
生
活
や
福
祉
・
保

健
な
ど
に
関
連
す
る
事
業

で
、
大
規
模
な
投
資
的
事
業

は
対
象
に
入
っ
て
お
ら
ず
、

そ
の
恣
意
的
な
選
定
の
仕
方

が
問
題
で
す
。

コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は

「
構
想
日
本
」
の
メ
ン
バ
ー

が
務
め
、
点
検
委
員
も
市
民

か

ら

は

数

人

で
、
こ
れ
で
本

当
に
市
民
の
声

が
反
映
さ
れ
る

の
か
な
ど
、
疑

問

の

声

が

上

が

っ

て

い

ま

す
。
府
中
社
保

協
は
、
府
中
労

連
と
共
同
で
今

回
の
事
業
仕
分

け
を
き
っ
か
け

に
約
10
年
ぶ
り

に
「
財
政
分
析

講
座
（
連
続
８

回
）
」
に
取
り

組
む
こ
と
に
し
ま
し
た
。

府
中
市
は
、
こ
れ
ま
で
豊

か
な
財
政
力
を
背
景
に
様
々

な
ハ
コ
モ
ノ
を
つ
く
っ
て
き

ま
し
た
が
、
今
で
も
４
０
０

億
円
を
超
え
る
基
金
（
積
立

金
）
が
あ
り
、
こ
れ
を
使
っ

た
駅
前
開
発
事
業
や
市
庁
舎

建
て
替
え
な
ど
大
規
模
な
計

画
を
す
す
め
て
い
ま
す
。
一

方
で
、
市
財
政
危
機
が
喧
伝

さ
れ
、
市
民
生
活
や
福
祉
・

教
育
な
ど
に
関
わ
る
事
業

は
、
縮
小
・
廃
止
の
方
向
が

打
ち
出
さ
れ
て
お
り
、
こ
の

講
座
を
通
し
て
分
析
力
・
論

戦
力
を
身
に
つ
け
よ
う
と
い

う
の
が
狙
い
で
す
。
（
事
務

局
長
・
吾
妻
裕
）
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東
京
保
健
生
協
社
保
・
平

和
・
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
で

は
、
８
月
21

日
に
国
会
で
の

「
消
費
税
増
税
法
案
」
の
強
行

採
決
に
抗

議
し
、
税

率
引
き
上

げ
の
無
期

限
延
期
を
求
め
る
統
一
宣
伝
行

動
を
行
い
ま
し
た
。
東
京
健
生

病
院
の
あ
る
Ｊ
Ｒ
大
塚
駅
前

と
、
大
泉
生
協
病
院
の
あ
る
西

武
池
袋
線
大
泉
学
園
駅

前
の
２
か
所
に
分
か
れ

て
、
職
員
と
組
合
員
が

一
緒
に
な
っ
て
宣
伝
チ

ラ
シ
の
配
布
と
署
名
の

訴
え
を
行
い
ま
し
た
。

一
度
通
り
過
ぎ
た
け

ど
宣
伝
の
内
容
に
気
づ
い
て

戻
っ
て
署
名
を
し
た
り
、
小
さ

な
子
ど
も
づ
れ
で
署
名
を
し
て

く
れ
た
方
な
ど
、
関
心
の
高
さ

を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

大
塚
駅
宣
伝
の
あ
と
の
夜
に

は
、
寺
川
東
京
社
保
協
事
務
局

次
長
を
講
師
に
社
会
保
障
制
度

改
革
推
進
法
に
つ
い
て
の
学
習

会
も
行
い
ま
し
た
。
９
月
は
職

場
や
組
合
員
の
集
ま
り
の
さ
い

に
、
15
分
程
度
の
ミ
ニ
学
習
会

を
行
い
、
ま
ず
は
学
習
を
深
め

る
こ
と
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

（
健
商
事
務
長
・
山
岸
太
一
）

で
申
請
の
対
応
が
ま
ち
ま
ち
。

困
っ
て
い
る
」
な
ど
こ
の
問
題

を
め
ぐ
る
現
場
の
声
も
多
く
聞

か
れ
た
記
念
講
演
と
な
り
ま
し

た
。
（
渋
谷
社
保
協
事
務
局

長
・
新
井
潔
）
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東
京
都
教
育
委

員
会
は
、
小
中
学

校
の
学
校
事
務
に

「
共
同
実
施
」
を

導
入
す
る
計
画
を

立
て
、
今
年
度
、

江
東
区
と
武
蔵
村

山
市
で
モ
デ
ル
実

施
を
ス
タ
ー
ト
さ

せ
ま
し
た
。
東
京

都

教

職

員

組

合

は

、

「

共

同

実

施
」
は
学
校
事
務

の
セ
ン
タ
ー
化
で

あ
り
、
教
育
の
重
大
な
レ
ベ

ル
ダ
ウ
ン
に
つ
な
が
る
と
し

て
、
反
対
の
運
動
を
す
す
め

て
い
ま
す
。
こ
の
秋
は
、
Ｐ

Ｔ
Ａ
や
地
域
の
団
体
等
に
も

こ
の
問
題
を
知
ら
せ
て
、

い
っ
し
ょ
に
と
り
く
ん
で
も

ら
い
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。都

教
委
が
計
画
し
て
い
る

「
共
同
実
施
」
は
「
学
校
事

務

の

セ

ン

タ

ー

化
」
で
す
。
６

～

７

校

で

グ

ル
ー
プ
を
作

り

、

そ

の

中

の

拠

点

校

に

事

務

職

員

を

集

め

、

給

与

や

教

材

な

ど
担
当
を
決

め
て
仕
事
を
す

る
。
自
分
の
学
校

に
行
く
の
は
週
１
回
。

ね
ら
い
は
事
務

の

効

率

化

で

す
。
都
教
委
は

学
校
に
は
臨
時

職
員
を
置
く
と

し

て

い

ま

す

が
、
安
い
賃
金

で
専
門
性
も
な

い
人
で
は
同
じ

仕
事
を
期
待
で

き
な
い
の
は
当

然
で
す
。

「

共

同

実

施
」
が
導
入
さ

れ
れ
ば
、
教
材

は
一
括
購
入
と

な

る

で

し

ょ

う
。
学
校
ご
と

に
独
自
の
予
算
編

成

や

教

育

課

程

の

自

主

編
成
、
教

材

の

公

費

化

等

を

す

る

こ

と

は

許

さ

れ

な

く

な

り

、

指

導

要
領
に
沿
っ

て
、
教
科
書
に

載

っ

て

い

る

教

材

を
、
一
律
の
年
間
計
画
に
基

づ
い
て
購
入
す
る
こ
と
に
な

り
か
ね
ま

せ
ん
。
こ

れ
で

は
、
教
育
内
容
の
統
制
が
可

能
で
す
。
ま
た
、
一
括
購
入

な
ら
大
量
と
な
る
の
で
、
地

域
の
業
者

は

切
り
捨
て
ら

れ
、
大
手
の
教
材
会
社
に
頼

む
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

先
行
し
て
い
る
他
県
か
ら
は

「
メ
ダ
カ
が
先
に
来
て
水
槽

が
後
か
ら
届
い
た
」
な
ど
笑

え
な
い
事
例
も
あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
事
務
の
効
率
化

は
定
数
削
減
に
つ
な
が
り
ま

す
。
都
立
学
校
で
も
、
他
県

で
も
、
共

同
実
施
や

セ
ン

タ
ー
化
に
よ
っ
て
事
務
職
員

が
減
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。

都
教
委
は
、
今
年
度
、
江

東
区
と
武
蔵
村
山
市
で
「
共

同
実
施
」
の
モ
デ
ル
実
施
を

始
め
て
い
ま
す
。
本
格
実
施

の
前
に
何
と
し
て
も
計
画
の

撤
回
を
さ
せ
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

「
学
校
に
い
る
か
ら
こ
そ

学
校
事
務
職
員
」
、
都
教
組

の
事
務
職
員
部
は
こ
の
合
い

言
葉
を
大
切
に
し
て
い

ま

す
。
学
校
に
い
る
か
ら
こ
そ

迅
速
に
き
め
細
や
か
に
子
ど

も
の
た
め
の

仕
事
が
で

き

る
、
誇
り
を
も
っ
て
仕
事
を

し
て
い
ま
す
。
貧
困
や
格
差

が
広
が
り
、
い
じ
め
や
不
登

校
な
ど
深
刻
な
課
題
に
直
面

し
て
い
る
学
校
で
、
事
務
職

員
が
そ
こ
に
い
る
こ
と
の
意

義
を
多
く
の
人
に
知
っ
て
も

ら
い
、
学
校
事
務
職
員
を
学

校
か
ら
引
き
は
が
す
「
共
同

実
施
」
を
さ
せ
な
い
運
動
へ

の
賛
同
を
改

め
て
訴
え

ま

す
。
（
都
教
組
執
行
委
員
・

岸
田
久
惠
）

学
校
教
育
法
で
、
各
学

校
に
は
事
務
職
員
を
置
く

こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
学

校
事
務
職
員
は
教
育
条
件
整
備
の

担
い
手
で
す
。

そ
の
一
番
重
要
な
仕
事
は
、
予

算
を
立
て
執
行
す
る
こ
と
。
日
本

の
教
育
予
算
が
少
な
い
こ
と
は
有

名
で
す
が
、
不
十
分
な
学
校
予
算

で
、
ど
ん
な
備
品
や
教
材
を
購
入

す
る
の
か
、
教
科
指
導
だ
け
で
な

く
行
事
や
校
舎
の
改
修
も
含
め
、

予
算
を
ど
う
使
う
か
は
重
要
で
す
。

事
務
職
員
は
、
日
々
の
教
育
実
践

が
滞
ら
な
い
よ
う
に
教
員
の
急
な

要
望
に
も
応
え
た
り
、
私
費
負
担

だ
っ
た
も
の
を
公
費
化
し

て
保
護
者
負
担
を
減
ら
し

た
り
と
、
様
々
な
工
夫
を

し
て
く
れ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
の
安
全
・
安
心
の
た
め

に
も
、
事
務
職
員
は
大
き
な
役
割

を
果
た
し
て
い
ま
す
。
学
校
に
い

る
か
ら
こ
そ
校
舎
の
危
険
箇
所
を

発
見
し
、
子
ど
も
や
教
職
員
・
保

護
者
の
声
を
聞
い
て
施
設
改
修
や

保
全
、
安
全
管
理
が
で
き
る
の
で

す
。
ま
た
、
教
職
員
の
給
与
や
福

利
厚
生
、
文
書
管
理
、
調
査
報
告

事
務
、
外
部
へ
の
対
応･

･
･

。

就
学
援
助
制
度
を
担
当
し
て
保

護
者
の
相
談
に
乗
る
こ
と
も
あ
る

し
、
行
事
や
部
活
動
、
生
活
指
導

な
ど
で
子
ど
も
直
接
か
か
わ
り
ま

す
。


